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 生体反応側よりみた尿中生機物質の治長について

尿臨素;ZEと尿燐限値の布l聞についτ*

務藤氏次・中)1¥善治

{北海道大学結段研究所化学部門)

Ú~ 11 tli 

ればならなLぺ
かく疲労を考えてゆけば生化怪的方法によるいわゆる

疲労測定の限界はその下仲a代謝機能中枢が内外環境の異常

に対し反応し得る範囲にあり，それよりさらに外力に対し

て不活設な反応をしめす，;!Oるいは無民伝をよそおうよう

な最後の抵抗をしめず生体にはそれらの測定方法は適用し

得ないように思われる。換言すればL、かなる疲労測定法が

で・きたとしても，その方法が代郊の異常をみる方法である

かぎりは上i主の疲労とか，病気とかし、う範囲にかぎられ，

それよりもさらにすすんだphaseには適用し得ない。

今回は尿中土問4ヨ:(mg per hour)と尿燐酸随 (ccper 
hour)との相関につし、て報t守する。

賓殴方法並びに成績

尿中塩素荒はMohrの方法により，尿燐険1氏吟はつぎ

のようにして測定した。

試薬l)B忠指示薬 (pH8.8緊):75%アルコール

にフエノールフタレイ y 1.3%，プロームチそールプラウ

、0.05~-bの苦手jにとかす。 2) N/20 NaOH (Titer=x) 3) 20:;O-b 

強化カルVウム B.P.を指示薬としpH8.8に補正。

賞漉方法: 尿 10ccをとり蒸溜水にてテIO{告にうず

め， B.P.を指示薬とし，苛f生ツーダにて滴定。尿 pH88

とし，しかる後20%態化カルシウム 5ccを加え， ?認定す

る(acc) 2 BAPo.1十3CaCh→2HCl+Ca3 (PO~)2十4BCl
計算方法: 燐酸低(1時間1立 N!100NaOH使用cc)

=ax50xxx，_L映閉尿笠採尿条件は前報い9と同一で同
100 

ーサy フ・Jt.-について分析した。

図iはその際関であり図2は前報と同様，over lapping 

mean法により等頻度曲線をもとめた。図の如く給関症に

おいては正常人に比し尿中塩素長，尿燐酸1点ともに侭く，

特にそれは元症のものにおいて甚だしい。かつそれはm症
になるにつれ分散が大なのも興味ある(ただし正H;入の分

散の大きいのは結段症の全日尿を取扱ったのとことなり日

中尿についてかつ追時的に採尿したためである)。

尿中塩素と燐酸fifiの相関は少くかっ正常人を除いて硯

察した場合燐酸伎の変J~Jは塩索況のそれより活かに大であ

疲労を“外力に対する生体の直接，間擦の防禦E乙15の
;攻徴"と考えてしまうと疲労は死古前の生体にのみ適用可

官Eの言葉となってしまう。するとふつう私どものしづ疲労

とか病気とかL、うものは突激生理学的にその適広範囲の縮

小を異常を以て認知し得るものであろう。(勿論その疲労

と病気との追いはその異常が容易に主常に但し得るか否か

にあると思う)さてその上述の疲労はどのような形で私ど

もの目にえいじてくるであろ5か，これは死に直閉した昏

陛下にある生体が示してくれるように思われる。

“昏涯とはあらゆる穏績の刺戟に対し反応の鈍麻をて

いし，そのよってきたるところは恐らくそれらの刺殺に対

し敏感な脱皮質が麻障をきたし.下仲.の代詩J中枢およびそ

の支配ドにある代謝機能系との連絡がとだえた状態をいう

ように思われる。そのような状態にある生体に死を免れさ

せるためには，下仲.中枢の15Gî:.~t生が存するあL 、だにそのよ

ってきたる原因を除き，脳皮質の機認の回復をはからなけ
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第 1図
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北海道大学山田内科並ひに同立札惚療養所の御協力に

深謝の;訟を5反する。 なお木初研f究詑の!f部:ポ官は文fJ部，郁部4省省主主、I科斗学石研研If庁Fヲヲ

芸費至 (2幻7年度Jによるものでで司ある。 ここに利立を表する。

る。

献

タE.白水面上火:W.W京.IIl{ 27. 
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n;{ 28. 

尽
{
担
庄

圃
写
経
申
ー
重

町
探
h
，4オ
a

R
串い

川
ん
』
F
ι
1
4

，

管
内
〕
m
L

ZHMl 

L750 

.口

合m
コ-
o 
z 
可

~ 500 

'I. ~C; 

lZ50 
C¥ 
値

ヨ¥.CQi
aρ 

持$と生物[}t26 (5): 192-196， 

(受付:1Ii'¥，J:I128年 1JJ 23日)
本論文は民感と生物皐第 27:{fm 3披に後表した。品240 

， . 
第 2図

1
1
1
1
i
A

戸

川

j
A
J
'
4
4ハピ
;

6

J

一
三

F
1
Jー
!

i

p

'

;

e

;

 

:

4

5

l

j

J

i

 

一川

H
t
i叫
川
川

1
1
1
J
t
P
I
l
i
μ

江リ


	100190.tif
	100191.tif

